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【概要】  
	 PeerEvalは，学生がピア（＝クラスメイト）のプレゼンテーションを聞いてリアルタイムで評価できるモバ
イル・アプリケーションである．評価結果はオンラインで即時に集計され，閲覧・ダウンロードできるため，

紙の評価表の手作業による集計ような煩雑な作業を削減できる．そのため，「カルーセル・プレゼンテーショ

ン」と呼ばれる方法で，複数回のプレゼンテーション行わせることにより，学生に多くの話す機会を提供でき

る．さらに，学生同士がピア評価することにより，聞き手にプレゼンテーションを積極的に聞くという明確な

目的を与えることができる． 
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１．教育改善の目的・目標  
	 PeerEval は，学生がピア（＝クラスメイト）のプレゼンテーションを聞いてリアルタイムで評価できるモ
バイルアプリである．評価結果はデータベースに集計され，教員が閲覧・ダウンロードでき，学生と共有で

きるようになっている．本アプリケーションは，比較的新しい教室構成，つまり同時に複数のプレゼンテー

ションが可能な複数のモニターを備えた教室に対応して開発された． 
	 英語でプレゼンテーションを行うという課題は，英語の４スキル全てを練習するとともに，自分の英語力

への自信を深めるための優れた方法である．プレゼンテーションでは，学生が自分の興味のある分野を選択

することができるので個々のニーズに対応した言語学習が可能である．また，各ユニットで学習した表現や

概念を自分が選んだテーマに組み込み発表することで，ユニットの学習内容の総仕上げをすることができる． 
	 研究発表者の所属する学部では「カルーセル・プレゼンテーション」と呼ばれる方法で，学生が教室内の

小さなグループを順番に回り，プレゼンテーションを複数回行う．複数のプレゼンテーションを行うことの

主な利点は，学生が事前に準備した内容を繰り返し練習できることである．一般的に，繰り返し同じ発表を

行うことで，発話の質は向上し，プレゼンテーションにかかる時間は短縮される．１クラス内で複数のプレ

ゼンテーションを同時に行うということは，話し手は少人数のグループに対してプレゼンテーションを行う

ことになるので，クラス全体に対して話すよりも精神的負担が少なくて済む．また，学生同士によるピア評

価を行うので，聞き手の学生のプレゼンテーションへの参加を促進することができる． 
	 「カルーセル」というストラテジーは先行文献にいくつか見られるが，ここで定義するものとは大きく異

なる．「協調学習」の分野では，学生が教室内を動き回り，

次々に異なるグループに参加して，自分のアイデアを追加

していくという一種の「ブレーン・ストーミング」のアク

ティビティである[2]．先行研究の調査では，これまでに学
生が同時発表をするという本研究と同様の取り組みは見い

だせなかった．安価なフラットスクリーンモニターが利用

できるようになり，本学のような教室を作ることができる

ようになったのはごく最近のことだからである（図 1）． 
 
２．授業概要と教育改善の内容  
（１）授業概要 
	 本学外国語学部英語専攻の一年次生は，約 20〜25人の 6
クラスに分かれ，必修科目「インテンシブ」クラスを毎朝

受講する．そのうち 2 つは，内容中心の英語の使用に，2
図 1. 複数のスクリーンを備えた教室 

公益社団法人　私立大学情報教育協会 
平成29年度　ICT利用による教育改善研究発表会



つはコミュニケーション・スキルに，もう 1つはリーディングに焦点を当てている．すべてのクラスで学期
中に複数のプレゼンテーションを行う．学生の英語の総合的な運用能力は，学年はじめに TOEIC Bridge と
TOEFL IPTで測定され，年度末に TOEFL IPTで再測定される．初年次末までに，4スキル全てで CEFR A2+
レベル以上のレベルに到達することが目標とされている． 
 
（２）改善内容 
・カルーセル・プレゼンテーションのメリット  
	 学生の多くは自発的に話す能力や自信を持っていないため，授業内で話す練習をさせるのは難しいタスク

である．発表の内容は，学生が事前に準備することができるので学生にとっては比較的ハードルの低いタス

クであるが，一人一人がクラス全体に対してプレゼンテーションを行うと精神的な負担がかかる上に，全員

のプレゼンテーションを行うには時間がかかる．カルーセル・プレゼンテーションでは，小さなグループに

向かって話し，順番に他のグループでそれを繰り返すので，話す練習をたくさん行うことができる． 
	 しかし，このアプローチの重要な問題の 1つは，多くのプレゼンテーションが同時に進行しているため，
教員がプレゼンテーションを一つ一つ評価することが不可能であるということである．したがって，学生の

プレゼンテーションは，ピア（学生同士）によって評価されなければならない．しかし，紙の評価表を使っ

た評価は，教員が結果を手作業で入力・集計しなければならないので，多くのプレゼンテーションを行うこ

のタイプの授業では，相当な負担となる．この作業があまりに繁雑だと，せっかくの学生のプレゼンテーシ

ョンの機会を減らしてしまうことになり兼ねない．この問題を克服するために我々は PeerEvalシステムを開
発することにした． 
 
・ピア評価の信頼性について  
	 語学教育の分野では，ピア・アセスメントは主に学生の書いた文章に対するフィードバックを与える手段

として使われてきた．しかし，いくつかの研究では，話すことの評価をピア評価で行っている．Patri（2002）
は，複数のクラスによる実験で「ピア評価は，教員による評価と高い一致を示した．これは，学生がクラス

メイトの口頭発表に対して，教員の判断に匹敵する評価をすることができるということを示唆している」と

述べている[3]．我々の場合，ピア評価の主な目的は学生の能力を評価することよりもむしろ，学生に十分に
発表の準備行うことを促し，話す機会をできるだけ多く与えることである．さらに，クラスメイトを評価を

するという作業は，聞き手に，話し手の発話能力を自分のものと比較しながら，発表をしっかりと聞くとい

う明確な目的を与えることができる． 
 
・PeerEvalのしくみ  
	 本システムは，学生が評価に使用するアプリと，評価基準を作成し，学生の名前リストをアップロードし，

結果をダウンロードする

ブラウザベースのシステ

ムの 2つのコンポーネン
トで構成されている．以

下にそれぞれコンポーネ

ントを説明する． 
 
	 -PeerEval アプリ（学
生用）  
	 PeerEval アプリは iOS
上で動作するように作ら

れており，アプリは

iTunes Store から無料で
ダウンロードできる．本

学では，Android 搭載端
末を使用している学生の

ために，iPadを数台用意
している．学生はアプリ

を起動し，教員から提供

されたユーザー名とパス

ワードでログインし，次

の画面でその日のクラス 図 2. 評価画面（左）と右にスライドしたときに表示される学生のリスト（右） 
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のセッションへのアクセ

ス・コードを入力すれば，

評価画面が表示される． 
	 図 2は学生の評価画面
のスクリーン・ショット

である．発表者の氏名と

教員によって作成された

評価基準セットが表示さ

れている（図 2左）．右に
スライドすると，すべて

の学生のリストが表示さ

れる（図 2右）．学生の氏
名をタッチすると，その

学生を評価するためのメ

インの評価画面になる．

すべての評価は 1〜5の 5
段階評価になっている．

学生は，各項目の評価と

共に画面下方のボックスにコメントを記入することも求められる．記入が終われば，各学生は，「Submit」ボ
タンをタッチして，評価をサーバーに提出する．ただし，同じセッション中であればすでに一度評価し終え

た学生の評価ページに戻り，スコアを修正して再提出することも可能である． 
 
	 -教員用ブラウザページ  
	 教員は http://peereval.mobi にアクセス・ロ
グインすることで，登録・集計作業を行うこ

とができる．教員はサイトに登録せずにシス

テムを使用することもできるが，その場合は

セッションを設定し，クラスを実施して 96
時間以内に結果をダウンロードする必要があ

る．その間，教員はセットアップページで利

用可能な「標準評価項目セット」を使用する

こともできるが，独自の評価基準セットを作

成することもできる．教員は学生リスト（学

生のニックネームとパスワード）を作成する．

ただし，サイトに正規に登録しアクセス・コ

ードを取得すれば教員は，複数の評価基準，

セッション，クラスを作成することができ，

教員が削除を選択するまで，すべての設定・

記録がシステムに保存される． 
	 図 3は，教員のページの一部を示している．
このページでは，評価基準の作成や再利用，

複数のセッションの設定，結果の表示やダウ

ンロードが可能である（ここでいう「セッシ

ョン」とは，クラス内の 1つのアクティビテ
ィで使用できる評価基準セットとクラスリス

トの組み合わせのことである）．赤色と緑色の

クリック可能なアイコンを使用すると，アク

ティビティが完了した後に学生が評価を提

出・変更できないように，セッションを閉じ

ることができる．アクティビティが完了する

のに 2つ以上のクラスが必要な場合，セッシ
ョンは必要に応じて開閉できる． 
 
 

図 3. 教員用コントロールパネル 
 

図 5. 個別スコアレポート 
 

図 4. セッション全体レポート 
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・結果の出力 
教員は，学生氏名を公開して問題がない場合は教室内のスクリーンですぐに結果を表示することができる．

あるいは，各学生の評価結果をクラス平均と共に印刷し各学生に提供することも可能である（図 4，図 5）．
スコアはエクセルファイルとして出力し，ダウンロードすることもできるので，教員は必要に応じて結果を

加工し，学生の成績を作成することができる． 
 
３．教育実践による教育効果とその確認  
	 PeerEvalシステムの運用を開始したのは 2017年春であるので，明らかな教育効果を示す客観的なデータは
まだない．しかし，教員は従来の方法でプレゼンテーションを評価するよりも多くのセッションを設定する

ことができたことは確かである．学生の反応は肯定的であり，他の学生が発表しているときに注意深く聞く

意欲に繋がっているようである．また，クラスメイトが評価していることを意識しているため，発表する学

生にとってはよりしっかりと発表を準備をする動機付けとなっているようである． 
 
４．結果と考察  
	 PeerEval を用いたカルーセル・プレゼンテーションの長所としては，学生の話す機会が増える，学生がプ
レゼンテーションの評価にもっと積極的なる，評価プロセスに「ゲーム化された」感覚を与える，英語学習

のみならず，あらゆるプレゼンテーションの評価に使用することが出来ることなどが挙げられる． 
	 一方，短所としては，カルーセル・プレゼンテーションでは教員が複数のプレゼンテーションを評価する

ことが困難であること，アプリでは各セッション内で最大 6つの評価基準が使用可能だが，それ以上の基準
が必要な場合は，従来の紙による評価が必要であること，各評価基準の詳細な説明は「？」マークをタッチ

するとみるとこができるが，教員がプレゼンテーションセッションを開始する前に明確に評価基準を理解し

ているかどうかを確認するために注意を払わない限り，多くの学生はそれを読んでいないことなどが挙げら

れる． 
	 今後の展開としては，学生が直接自分の発表の評価にアクセスできるようになること，学生による評価の

信頼性を測る機能を実装すること（学生の評価と平均値との相関を計算する）などが挙げられる．また，教

員が各評価項目の重みを指定することができるようになることも有効であろう．例えば，低レベルの英語の

クラスでは，プレゼンテーションの重要な側面は，ノートやスライドに表示される文章から話を読み上げる

のではなく，自らの記憶に基づいて話すようになることである．そのような場合には最終的な成績決定にお

いてこの側面により多くの重みを与えるなどの設定をあらかじめ行うことが可能となる． 
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